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令和５年８月 市長記者会見 配布資料 
 

発  表  要  旨 
 

期 日 令和５年８月 17日（木） 

時 間 午前 10時～午前 11時（予定） 

 

 

 発 表 内 容  

 

１ 弾道ミサイルを想定した住民避難訓練の実施について …＜防災課＞ 

 

２ 佐渡観光の高付加価値化に向けた事業採択について …＜観光振興課＞ 

                            

３ 2023 佐渡国際トライアスロン大会の開催について ……＜観光振興課＞ 

 

 

 

【事前質問】 

① 佐渡市は男女とも平均寿命、健康寿命ともに県平均を下回っています。そんな中、市はサイズ  

エスや健康ポイントなど市民の健康増進への取組みに力を入れています。狙いや手応えを聞か

せてください。また健康寿命が低い要因について、どう分析しますか。（健康医療対策課） 

② 佐渡市や県は９月の世界遺産委員会に視察団が訪問しますか。 

訪問の場合、視察人数の規模と目的、内容を聞かせてください。（世界遺産推進課） 
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市長記者会見発表内容 要旨 （Ｒ５.８.17） 

 

 

 

１ 弾道ミサイルを想定した住民避難訓練の実施について                        

＜概要＞ 

○ ８月 27日（日）、弾道ミサイルを想定した住民避難訓練を実施します。 

○ 国、新潟県、佐渡市が共同で実施します。 

○ 市民の皆さまがご自身の安全を守るための避難行動を身に着けていただくために実施す

るものです。 

○ 10：00～「住民避難訓練」（住民対象）  

・会場：金井コミュニティセンター  

・国からの Jアラート緊急避難情報の指示により、屋外から屋内に避難し、爆風などか

ら身を守るための行動を取る訓練です。 

・当日、午前 10時すぎに全島の屋外スピーカーと宅内の戸別受信機から訓練の緊急情報

が流れますので、それに合わせて職場やご自宅でも訓練することができます。 

○ 11：30～「初動対処訓練」（市職員対象）  

・会場：市役所本庁２階防災課執務スペース 

 ・Jアラート発令後の避難対応、関係機関からの情報収集や、県への状況報告などの 

訓練を行います。 

 

 

 

 

２ 佐渡観光の高付加価値化に向けた事業採択について 

＜概要＞                               

○ 観光庁が公募する「地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業」に

佐渡市における事業が採択されました。 

○ この事業は、観光地経営のマスタープランとなる地域計画の構築・磨き上げ、観光施設

や宿泊施設の改修、廃屋の撤去、公的施設の民間活力の導入、面的ＤＸなど、地域産業の

「稼ぐ力」を回復・強化するための取組みを支援するものです。 
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○ 佐渡観光交流機構が申請主体となり、一次公募では不採択でしたが、多くの宿泊施設や

観光施設が関与している事業であり、佐渡における高付加価値な観光地づくりにおいて非

常に重要な事業であるという認識のもと、佐渡市と佐渡観光交流機構が一体となり、再度

企画を練り直し、申請書を磨き上げ、観光庁とも議論を重ねながら進め、二次公募で採択

に至りました。 

○ 佐渡市と佐渡観光交流機構との連携体制を密にし、高付加価値な観光、持続可能な観光

に向けた取組みを強化してまいります。 

○ この事業では、地域計画に基づき、島内の宿泊施設や観光施設および公的施設が高付加

価値化に向けた改修を実施します。 

○ 補助金額は、令和５年度、令和６年度において合計 22事業、総事業費約 22．2億円のう

ち、約 11．9億円を全額国費でご支援いただきます。 

○ そのほか、「さどまる倶楽部アプリ」における会員データの分析や、来訪者情報に基づく

「旅ナカ」での情報提供機能などを目的とした新たなＣＲＭ基盤の構築など、観光ＤＸ化

に向けた取組みも進めていきます。 

 

 

 

 

３ 2023 佐渡国際トライアスロン大会の開催について 

＜概要＞                               

○ ９月２日（土）、佐渡ジュニアトライアスロン大会、９月３日（日）、2023 佐渡国際トラ

イアスロン大会を開催します。 

○ トライアスロン競技を通じてスポーツ振興と観光振興、交流促進を目的に 1989 年から開

催され、今年で 35回目を迎えます。 

○ 北海道から沖縄まで、６歳～84歳のアスリート約 2,000 名が集結します。 

○ 今大会より、コースの安全確保の観点から、ランコースを佐和田海岸周辺の１周およそ

10km の周回コースとしています。 

○ 今年は、観光振興と交流促進のため、エイド・ステーションでのボランティアに加えて

佐渡島内２日間のフリープランを楽しめるボランティアツアーを企画。島外への募集のほ

か、県内の大学などにもお声がけし、30名以上のご参加を見込んでいます。 

○ 島内外約 2,000 名ものボランティアの皆さまとともに、関係者一丸となって大会を盛り

上げていきたいと思います。 
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○ 関連イベント  

・９月１日（金）島祭りパーティー  

選手だけでなく、ご家族、ボランティア、市民との交流の場として実施します。 

・９月４日（月）大会参加者を紙テープでお見送りするイベント 

12時 40分両津発のカーフェリーで実施します。 

 


